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Ⅰ　問題と目的
2012年８月の中央教育審議会「教職生活の全体
を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につ
いて（答申）」では，「教職生活全体を通じて，実
践的指導力等を高めるとともに，社会の急速な進
展の中で，知識・技能の絶えざる刷新が必要であ
ることから，教員が探究力を持ち，学び続ける存
在（p.2）」として「学び続ける教員像」の確立が
要請されている。さらにその「学び続ける教員」
を支援するため，大学の知を活用した現職研修の
充実を図る仕組みを構築することなどが提言され
ている。また，ベテラン教員の大量退職による新
規教員採用者数の増加に伴い，初任者の資質能力
を初任者研修（教育センター等での校外研修や初
任者所属校での校内研修）によって育成していく
ことが従来以上に求められている。
これらの動向に鑑み，多くの教育委員会・学校・
大学が協力して初任者研修の改善・充実に取り組
んでいる。例えば，千葉大学（2014）の「初任者・
ミドルリーダー支援による循環型・発展型プログ
ラム（リンクプログラム）の開発」，信州大学
（2014）の「教師としてのキャリアデザイン設計
を意識した課題探求型初任者研修プログラム」，
和歌山大学（2014）の「３つのコラボによる初任
者研修支援プログラムの開発」などがある。
こうした中，広島大学では，平成25年度−平
成26年度の期間で，独立行政法人教員研修セン
ターの大学委託事業の採択を受けて，広島県教育
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初任者用実践的指導力向上ハンドブックと 
指導教員用初任者支援ハンドブックの開発と運用（１）
— 学び続ける教員の基礎・基盤の構築を目指して —
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Abstract.  In this study, we developed Handbook for improving the practical teaching competencies for novice teachers and 
Handbook for supporting Novices for mentors and actually got them used by those teachers.
We interviewed three pairs of novice and mentor, obtained feedbacks on their contents & usability and analyzed them. As a result of 
this research, we reached following three conclusions: 1) Handbook for novice teachers helped in organization and accumulation of 
the documents of novice teachers training; 2) Handbook for mentors are contributory for mentors to support and to advise novices 
by offering useful knowledge and so on; 3) Standard can be an index of lesson observation and analyzation for novices as well as a 
tool promoting their reflections.  Furthermore, it also works as a medium connecting novices and mentors.
We plan to keep on considering the valid ways to utilize these Handbooks.
＊北海道教育大学，＊＊島根大学，＊＊＊山口学芸大学
委員会と連携・協働し，学び続ける教員の基礎・
基盤を構築する初任者研修支援プログラムの開発
に取り組んできた（広島大学，2015）。その取組
のひとつとして，校外研修と校内研修を接続し初
任者の実践的指導力を向上させるため，初任者用
「実践的指導力向上ハンドブック」及び指導教員
が初任者の指導を行うにあたって有用な指導教員
用「初任者支援ハンドブック」の開発に取り組ん
だ。これらの活用を通して，初任者の実践的指導
力の向上を目指している。
これらのハンドブックを，「学び続ける教員」
を育成するための持続可能なツールとして運用す
るためには，それを実際にどのように使用しどの
ように感じているのかという初任者・指導教員か
らの声に真摯に耳を傾けることが肝要である。ま
た，こうした声に応じた内容の改善及び効果的な
使用方法を試み続ける必要がある。それは同時に，
いかに「学び続ける教員」としての基礎・基盤を
初任者に築いていくかという初任者研修のあり方
の発展と連動し，我が国の教員の資質能力を向上
させる礎としての役割を模索する試みとも捉える
ことができる。
そこで本稿ではまず，開発した初任者用「実践
的指導力向上ハンドブック」及び指導教員用「初
任者支援ハンドブック」の内容や活用による成果
について報告する。さらに使用者の声を分析する
ことで，各ハンドブックの効果的な使用方法を確
立するための基礎的知見を得ることを目的とする。
Ⅱ　ハンドブックの開発経緯
まず，初任者用・指導教員用ハンドブックの開
発経緯について説明する。
先述した教員研修センターの事業では，図１に
示すような組織体制を構築し，事業の推進に努め
た。その内，ハンドブックの開発は，三者ワーキ
ングが中心となって行った。三者ワーキングは，
大学教員２名（実務家教員１名含む），広島県教
育委員会管理主事１名，広島県立教育センター指
導主事１名で構成され，初任者用・指導教員用ハ
ンドブック及びスタンダード・ルーブリック，初
任者研修マップの作成に関わる実務者レベルでの
作業を行った。
以下に，平成26年度の三者ワーキングの概要
について記す。
H26.2.27（１回目）：初任者用・指導教員用ハン
ドブックのコンセプトに関して，実務者レベル
で協議した。
H26.5.9（２回目）：初任者用・指導教員用ハン
ドブックの具体的な内容に関して，実務者レベ
ルで協議した。
H26.9.29（３回目）：初任者用・指導教員用ハン
ドブックの草稿を提案し，具体的な記述に関し
て，実務者レベルで協議した。
H26.10.24（４回目）：初任者用・指導教員用ハ
ンドブックの修正稿をもとに，内容・記述に関
して，実務者レベルで協議した。
H26.11.14（５回目）：初任者用・指導教員用ハ
ンドブックの内容・記述の最終稿に関して，実
務者レベルで協議した。
以上のように三者ワーキングを設置したこと
で，実務者レベルで三者が顔と顔を付き合わせて，
ハンドブックの内容等について議論し，大学の専
門的な視点と教育委員会や教育センターの学校現
場の視点を統合させることができたと考える。
図１　本事業の組織体制図
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Ⅲ．初任者用ハンドブック
１．初任者用ハンドブックの概要
初任者用「実践的指導力向上ハンドブック」は，
初任者の実践的指導力の向上を目指しており，次
のような内容で構成されている。
①授業力スタンダードと初任者研修マップ：自
分自身の授業力の到達度を確認しよう！
②初任者研修の手引：初任者研修のスケジュー
ルを確認しよう！
③研修内容振り返りシート：１年間の初任者研
修で学んだことを整理しよう！
④授業映像等（DVD）：映像で振り返ろう！
以下，各項目についてひとつずつ詳述する。
1　授業力スタンダードと初任者研修マップ
授業づくりに関する基礎的な知識・技能を身に
付けるための「授業力スタンダード・ルーブリッ
ク」を用いて，初任者が自分自身の授業力の到達
度を確認できるようになっている。また，「初任
者研修マップ」も参照し，受講する研修内容が授
業力のどの領域と関連が深いのか受講前に確認
し，自身の課題の明確化や意欲の喚起に活用でき
るようになっている。
これらの開発・運用を通じて，初任者の自己評価
による自己省察の促進及び初任者研修支援プログラ
ムのアセスメントに利用することを目指している。
なお，授業力スタンダード・ルーブリックと初任者
研修マップの開発の詳細については後述する。
2　初任者研修の手引
初任者に配布される「初任者研修の手引」等を
挟み，初任者研修の年間スケジュールを確認でき
るようになっている。
3　研修内容振り返りシート
各学期始めにおいて自身の授業力向上を目指し
た目標を書き，その学期末には自身で立てた目標
を振り返ることができる「学期ごとの振り返り」
シートが設けられている。さらに，初任者研修の
資料も学期ごとに蓄積できるようになっている。
4　授業映像等（DVD）
初任者研修における模擬授業の録画映像等を
DVD等に記録し，付属のポケットに蓄積できる
ようになっている。また，自身の所属校で撮影し
た授業の映像等があれば，それも蓄積できるよう
になっている。
図２及び図３のように，本ハンドブックは初任
者が初任者研修で学んだことを蓄積し，それらを
振り返ることで，自身の成長を確認でき，教職生
活の２年目や３年目，それ以降の教育実践に活か
していくことができるポートフォリオの要素を含
めている。このハンドブックを活用することで，
初任者は広島県立教育センター等で行われる初任
図２　実践的指導力向上ハンドブック①
ハンドブックの使い方
初任者のみなさんは，採用後，初任者研修等において様々な知識や技能を学び，その学びを
所属校の実践に生かしていかなければなりません。そのためには，初任者研修等で学んだ内容
を蓄積するとともに，必要に応じて学んだ内容等を振り返る必要があります。
そこで，広島大学大学院教育学研究科では，平成25-26年度  独立行政法人教員研修センター
委託事業教員研修モデルカリキュラム開発プログラム「学び続ける教員の基礎・基盤を構築す
る初任者研修支援プログラムの開発」の採択を受けて，広島県教育委員会と連携・協働して，
初任者の実践的指導力を向上させるための「実践的指導力向上ハンドブック」を開発しました。
本ハンドブックでは，初任者研修等の学びの履歴を蓄積し，それらを振り返ることで，自身
の成長を確認できるようになっています。具体的には，以下のように進めていきます。
１．授業力スタンダード・ルーブリックと初任者研修マップ
～自分自身の授業力の到達度を確認しよう！～
授業づくりに関する基礎的な知識・技能を身に付けるための「授業力スタンダード・ルー
ブリック」を用いて，自分自身の授業力の到達度を確認しましょう。また，「初任者研修マップ」
も参照し，受講する研修内容が授業力のどの領域と関連が深いのか受講前に確認し，自身の
課題の明確化や意欲の喚起に活用しましょう。
２．初任者研修の手引 ～初任者研修のスケジュールを確認しよう！～
みなさんに配付される「初任者研修の手引」等を挟み，初任者研修の年間スケジュールを
確認しましょう。
３．研修内容振り返りシート ～１年間の初任者研修で学んだことを整理しよう！～
まず，「学期ごとの振り返り」の①に，各学期における自身の授業力向上を目指した目標を
書きましょう。その後，初任者研修等の資料を学期ごとに蓄積していきましょう。学期末には，
「学期ごとの振り返り」の①で立てた自身の目標を振り返り，②及び③を書きましょう。
４．授業映像等（DVD） ～映像で振り返ろう！～
広島県立教育センターで行われる初任者研修（グループ別教育実践研究）における模擬授
業の録画映像等をＤＶＤ等に記録し，付属のポケットに蓄積しましょう。また，所属校で撮
影した授業の映像等があれば，それについても蓄積してみましょう。
本ハンドブックを使って初任者研修等で学んだことをしっかりと蓄積し，２年目や３年目，
それ以降の実践に生かしていってください。
代 表  　　　　　　　　　　
広島大学大学院教育学研究科
教 授　鈴木  由美子　　　　
初任者用ハンドブックと指導教員用ハンドブックの開発と運用（１）
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者研修での学びを振り返り，日々の教育実践に役
立てることのできる情報を得ることを目指してい
る。また，このハンドブックは，初任者が自身の
学びを所属校の指導教員と共有すること，すなわ
ち，校外研修と校内研修の接続にも活用できるこ
とを期待している。なお，本ハンドブックは，平
成26・ 27年度の初任者研修にて配付・運用して
いる。
２．授業力スタンダード・ルーブリックの概要
「学び続ける教員」を目指すためには，新任期
の教員として身に付けるべき資質能力（到達目標）
を明確化し，初任者自身が目指すべき教員像のイ
メージをもって，自らの資質能力の向上に取り組
む必要がある。先駆的な取組として，高知県教育
センター（2014a，2014b）では，教員がゴールイ
メージをもって自らの資質・指導力の向上に取り
組むことができるよう，「高知県の教員スタン
ダード」を作成している。
そこで，初任者が採用後から３年終了まで，い
わゆる「新任期」で身に付けるべき授業力の指標
として，「授業力スタンダード・ルーブリック」
の作成に取り組んだ。具体的には，大学（研究）
の知見を生かしながら，教育委員会と教育セン
ターとの協働を通じて，初任者の授業力を構成す
る領域として，「学習規律」，「実態の把握」，「教
材研究」，「授業の分析・評価」，「学習指導案」，「発
問」，「板書」，「机間指導」の８つの領域ごとに，
３段階の到達レベルを設けた（図４）。
例えば，「C  教材研究」の領域では，「第１段階：
学習指導要領に準拠し，単元（題材）についての
指導内容や指導方法を理解している。」「第２段階：
学習指導要領を踏まえ，単元や本時の目標・目標
に応じた評価規準を設定することができる。」「第
３段階：単元や本時の目標を達成するために具体
的な指導の手立てを考えることができる。」の３
段階となっている。
また，「F  発問」の領域では，「第１段階：明確
な発問となるよう，本時の発問を計画することが
できる。」「第２段階：児童が捉えやすいように，
簡潔・具体的な発問をすることができる。」「第３
段階：実際の授業の発問を振り返り，改善するこ
とができる。」の３段階となっている。
このように，第１段階が計画（Plan），第２段
階が実施（Do），第３段階が評価・改善（Check，
Action）と，各領域における各段階のレベルをそ
ろえ，初任者が PDCAサイクルを循環し，自身の
成長を振り返ることができるように意図してい
る。このスタンダード・ルーブリックの活用方法
例としては，以下のような手順を想定している。
①「授業力スタンダード・ルーブリック」の各
図３　実践的指導力向上ハンドブック②
３．研修内容振り返りシート
?? ???????????
学期ごとの振り返り
③課題を克服するために次学期に取り組みたいこと
②（ 　　）学期の振り返り
目標の達成度（10点満点）…（　　　　）点
〈 理 由 〉
①（ 　　）学期の目標
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授業づくりに関する基礎的な知識・技能を身に付けるための授業力スタンダード・ルーブリック
○初任者の方へ  初任者のみなさんが自身の授業力を向上させるために，次のステップで「授業力スタンダード・ルーブリック」を活用してみましょう。
 ◇1  「授業力スタンダード・ルーブリック」の各領域の内容を確認し，１年後の成長した自分の姿をイメージしましょう。
 ◇2  ◇1 でイメージした１年後の成長した自分の姿に近付けるよう，初任者研修等において様々な知識や技能を学び，所属校での教育実践を積み重ねていきましょう。
 ◇3  学期ごとに，自身の教育実践を振り返り，各領域においてどの段階まで到達できたのか自己チェックし，到達した段階の「初任者」のチェック欄に○印を記入しましょう。その際，拠点校あるいは所属校の指導教員の先生にも，
あなたの到達段階をチェック（「指導教員」のチェック欄に○印を記入）していただき，一緒に振り返りを行いましょう。アドバイスを受けることで，より効果的な振り返りを行うことができます。
 ◇4  振り返りを通じて得られた成果と課題を，次年度の教育実践や今後の自身の成長につなげましょう。
○指導教員の方へ 各段階・領域に「→」で示したアルファベットと数字は，当該段階・領域と対応する記述が，同じく本事業の成果物である「指導教員用 初任者支援ハンドブック」内のどこにあるかを示しています。
初任者への指導・助言の際に役立ててください。
?
??
?
??
?
領域 第１段階 チェック欄 第２段階 チェック欄 第３段階 チェック欄
キャリア
ステージ 新　　任　　期
A  学習規律
B  実態の把握
C  教材研究
E  学習指導案
F  発　問
G  板　書
H  机間指導
D  授業の分析・
　  評価
【設定】
学校・学年としての指導内容や児童の発達段階
を踏まえ，学習規律を設定することができる。
→Ａ２， Ａ３ポイント（２）・留意点２つ目
【現状の把握】
記録や調査に基づき，児童の現在の状況を把握
することができる。
→Ｂ２
【理解】
学習指導要領に準拠し，単元（題材）について
の指導内容や指導方法を理解している。
→Ｃ２
【計画】
本時の目標・めざす児童像と，目標にせまる手
立てを具体的に計画することができる。
→Ｄ２， Ｄ３ポイント（１）（２）・留意点１つ目
【理解】
学習指導案の意義や書き方を理解している。
→Ｅ１， Ｅ２
【計画】
明確な発問となるよう，本時の発問を計画する
ことができる。
→Ｆ２， Ｆ３ポイント（１）
【計画】
１時間の授業内容を踏まえた板書計画を立てる
ことができる。
→Ｇ２， Ｇ３留意点１つ目
【計画】
机間指導の目的を明確にし，机間指導の内容・
タイミング・順序等を計画することができる。
→Ｈ２， Ｈ３ポイント（１）～（４）・留意点１つ目と２つ目
初任者
指導教員
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【共有】
学習規律を具体化させ，児童に共有させること
ができる。
→Ａ３ポイント(１) ～ (３)・留意点３つ目
【変容の把握】
児童の過去の状況や多様な視点から児童の実態
や変容を把握することができる。
→Ｂ２， Ｂ３ポイント(１)(２)・留意点３つ目
【目標と評価】
学習指導要領を踏まえ，単元や本時の目標・目
標に応じた評価規準を設定することができる。
→Ｃ２， Ｃ３ポイント(１)
【実践】
授業記録や資料を収集し評価することができる。
→Ｄ２， Ｄ３留意点２つ目
【作成・実施】
単元の目標・児童の実態・評価規準・指導の手立て等を
反映した学習指導案を作成し，授業を行うことができる。
→Ｅ３ポイント(１)(２)・留意点４つ目
【実践】
児童が捉えやすいように，簡潔・具体的な発問
をすることができる。
→Ｆ２， Ｆ３ポイント(２)
【実践】
板書計画や児童の理解・思考を踏まえ，1時間の
授業を通して実際に板書することができる。
→Ｇ２， Ｇ３ポイント(２)・留意点２つ目
【実践】
児童や学級の状況を踏まえ，計画的に机間指導
を行うことができる。
→Ｈ２， Ｈ３留意点３つ目
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【定着】
学習規律を踏まえた児童への評価や児童自身の振
り返りを通して，児童に学習規律を定着させている。
→Ａ３ポイント(１) ～ (３)・留意点４つ目
【課題の明確化】
児童の現在の状況やこれまでの変容を踏まえ，課
題を明確にし，具体的に指導を行うことができる。
→Ｂ３ポイント(３)・留意点６つ目
【指導の手立て】
単元や本時の目標を達成するために具体的な指
導の手立てを考えることができる。
→Ｃ２，Ｃ３ポイント(３)
【改善】
収集した資料を使って本時の目標の達成度を検
討し，授業を分析・改善することができる。
→Ｄ２， Ｄ３留意点４つ目
【改善】
授業の分析・評価を基に，学習指導案を改善す
ることができる。
→Ｅ３ポイント(３)
【改善】
実際の授業の発問を振り返り，改善することが
できる。
→Ｆ２， Ｆ３ポイント(３)・留意点４つ目
【改善】
記録をもとに自分の板書を省察し，自分の板書
の改善点を明確にすることができる。
→Ｇ３留意点３つ目と４つ目
【改善】
机間指導で把握した情報を基に，その後の授業
展開につなげることができる。
→Ｈ２， Ｈ３留意点４つ目
初任者
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初任者
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初任者
指導教員
初任者
指導教員
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図５　初任者研修マップ
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領域の内容を確認し，１年後の成長した自分
の姿をイメージする。
②イメージした１年後の成長した自分の姿に近
付けるよう，初任者研修等において様々な知
識や技能を学び，所属校での教育実践を積み
重ねていく。
③学期ごとに，自身の教育実践を振り返り，各
領域においてどの段階まで到達できたのか自
己チェックしていく。その際，拠点校あるい
は所属校の指導教員にもチェックしてもら
い，一緒に振り返りを行う。
④振り返りを通じて得られた成果と課題を，次
年度の教育実践や今後の自身の成長につな
げる。
以上のように，「授業力スタンダード・ルーブ
リック」の利用を通して初任者の自己評価によ
る自己省察を促進することを想定している。
３．「初任者研修マップ」の概要
さらに，上述したスタンダード・ルーブリック
の各領域と広島県教育委員会教職員課・広島県立
教育センター・各教育事務所（支所）が実施主体
となって行っている研修内容との関連を示した初
任者研修マップも作成した（図５）。もちろん，
１つの研修で１つの領域を対象にしているわけで
はなく，研修内容と各領域は相互に関連し合って
いる。したがって，特に関連の強いと考えられる
研修内容と領域との関連を示すことにより，初任
者が本研修マップを参照し，受講する研修内容が
授業力のどの領域と関連が深いのか受講前に確認
することで自身の課題の明確化や意欲の喚起に活
用できると考えている。
Ⅳ　指導教員用ハンドブック
初任者の資質能力向上にとって指導教員の役割
が大きい。その指導教員が初任者の指導を行うに
あたって有用な「初任者支援ハンドブック」も開
発した（図６）。
本ハンドブックには，先述の授業力を構成する
８つの領域ごとに，初任者の授業力を向上させる
上での指導・助言のポイント等を記載している。
具体的には，各領域に係わる目的や内容などの
初任者に伝えるべき基礎的・基本的な事項だけで
はなく，それらを初任者に助言する際のポイント
や留意点が記されている。さらに，大学教員や先
輩指導教員からの「ひと言アドバイス」やおすす
めの本・資料の情報も含まれている（図７）。
例えば，「A  学習規律」の項目では，「教師の姿
勢」の在り方や，「意識化・焦点化・評価」への配
慮の重要性を，助言のポイントとして挙げている。
また，「先輩指導教員からのひと言」では，年度初
図６　初任者支援ハンドブック①
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めの指導の重要性や，目指す学習集団についての
初任者の思いを聞き出すことが提案されている。
このハンドブックを活用することで，初任者所
属校や指導教員が効果的な校内研修（初任者への
指導・支援）を実施することができると考えている。
さらに，初任者用「実践的指導力向上ハンドブッ
ク」と併用することで，校外研修と校内研修を接
続し，初任者の成長を促すことを目指している。
なお，この指導教員用ハンドブックは，平成27年
度より拠点校指導教員や初任者所属校内の指導教員
に配付し，その有用性や活用方法を考察中である。
Ⅴ　モニタリング調査
以上，２つのハンドブックや「授業力スタン
ダード・ルーブリック」を持続可能なツールとし
て運用するためには，その内容改善および効果的
な活用方法の考察が不可欠である。すでに，初任
者用「実践的指導力向上ハンドブック」は，平成
26年度の初任者研修にて配付・運用し，初任者用
「実践的指導力向上ハンドブック」を利用した感
想について自由記述形式でアンケート調査を実施
した。そこでは，「実践的指導力向上ハンドブッ
ク」の利用を通じて，各学期始め自身の授業力向
上を目指した目標を書き，その学期末にはそれに
ついて振り返ることができるようになったなどの
肯定的な評価を得てきた。
それを踏まえて指導教員用「初任者支援ハンド
ブック」も含めたこれらツールの内容改善及び効
果的な活用方法に関するより具体的な情報を得る
ために，平成27年度より初任者と指導教員を対
象として，モニタリング調査を実施している。以
下では，第１回のモニタリングの調査の結果につ
いて報告する。
１．モニタリング調査概要
1　実施時期
調査は2015年８月に１回目を実施した（２回
目は2016年２月に実施予定である）。
2　調査協力者
調査協力者は，平成27年度の初任者研修受講
者（初任者）３名，および指導教員３名である。
その内訳と組み合わせは以下の通りである。
①複数回指導教員等を経験した（経験回数４回）
拠点校指導教員 A×初任者 A
②初めて指導教員を経験した拠点校指導教員 B
×初任者 B
③初めて指導教員を経験した指導教員C×初任者C
なお，初めて指導教員を経験する者とこれまで
に複数回指導教員を経験している者とを意図的に
選定している。それは，指導教員の経験の有無に
よるハンドブックの使用方法や効果に差異が見ら
れるかどうかを考察したいと考えたからである。
図７　初任者支援ハンドブック②
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習活動を児童自身に振り返らせ，学習規律を踏まえた上で具体的な次の行
動目標へと導く働きかけを行う等，児童に気付かせる指導を意識して助言
しましょう。 
◆助言の際の留意点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．先輩指導教員からひと言 
 
 
 
 
 
→おすすめ 
の本・資料 
 
吉本均編『教授学重要用
語 300 の基礎知識』明治
図書，昭和 56 年 
 
堀裕嗣『生徒指導 10 の原
理 100 の原則―気になる
子にも指導が通る 110 の
メソッド―』学事出版，
平成 23 年 
 
広島県立教育センター
『校内における初任者研
修資料―小・中学校の学
級経営を中心にして―』
平成 13 年 
 
 
 
→大学教員からひと言 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
初任者の学級における学習規律の指導について振り返らせ，初任者自身に今後の
指導の課題を明確にさせましょう。その課題及び学校の指導方針を踏まえ，おさ
えておきたい学習規律（「２ 学習規律の内容」を参照）について，指導教員自身
の経験を交えて助言しましょう。 
学校の指導方針及び初任者の学級の児童の実態を踏まえ，児童がどのような姿に
なることを目標として指導するのか，初任者自身に決めさせましょう。その際に，
指導内容を１～３個程度に絞らせましょう。 
学習規律を児童に共有させ，初任者自身から率先して実践させましょう。また，
学習規律を教室に掲示させ，常に児童が意識できるよう支援を行わせましょう。
指導教員が，児童が主体的に守っている学習規律の状況を授業観察の際に確認
し，初任者が児童を褒める（評価する）という視点を助言しましょう。指導教員
は，初任者が児童を褒めている場面を確認し，初任者を積極的に評価しましょう。
初任者と共に学習規律に係る指導を振り返る場面を設定しましょう。初任者に自
身の指導や児童の変容の状況について，今後の課題と改善の方向性等を確認させ
ましょう。 
児童自身にも振り返らせるよう助言し，児童に授業について具体的な振り返りを
行わせながら，どのような学習規律がふさわしいか児童自身に考えさせるよう助
言しましょう（気付かせる指導）。 
発達の段階に応じた学
習規律を作るようアドバ
イスしましょう。また，教
師が一方的に決めるので
はなく，児童が主体的に学
習規律を決めるようアド
バイスするのもよいこと
です。自分たちで決めた学
習規律を自分たちで守る
ことで，学級が自由で公平
な学習の場になると気付
かせるのが大切です。 
学習規律は学び合い分
かり合いたい児童の能動
的な意識や主体的な行為
によるものであると捉え，
学習規律を守らせること
が目的にならないよう，初
任者にアドバイスしまし
ょう。 
 授業を成立させるためには，学習規律の定着は不可欠です。初任者が１年間
を通して学習規律の指導に悩むことのないよう，年度初めの指導を大切にした
いですね。まず，目指す学習集団について初任者自身の思いを聞き，そのため
に必要な学習規律を一緒に考えましょう。そして，その学習規律を定着させる
ための指導方法を具体的に助言しましょう。 
－ 5 －3 
 
  
１．学習規律の目的 
学習規律とは，「学校内または学級の授業において形成され，子供一人一
人の学習権・発達権の保障という目的・目標を達成するために必要とされ
る行動の技術規範・倫理規範」のことです１。したがって，学習規律の目
的は全ての児童が安心・安全に，落ち着いて学ぶことができるよう，学習
規律を身に付けることを通して学習集団を形成することだといえます２。 
 
２．学習規律の内容 
学習規律を設定する上で，学校・学年で組織的に指導する学習規律とな
っているかどうかという視点は大切です。この視点を踏まえ，児童の発達
の段階に応じて，児童が安心して学ぶことのできる内容を学校・学年で統
一された指導内容と照らし合わせて検討し，具体的な学習規律について教
師と児童の間で共有します３。 
そこで，具体的な指導項目として，おさえておきたい基本的な学習規律
（例）を次のとおり示しました。 
 
 
 
 
 
 
３．学習規律についての助言 
◆助言のポイント 
（１）教師の姿勢 
 教師が児童に一貫性のない指導を行った場合，児童の価値基準が混濁し，
指導が入りにくくなる原因となります。「ブロークン・ウィンドウズ」の原
理と同様，小さなことでも見逃さず徹底して指導する，教師自らがモデル
になるという姿勢を，指導教員のみなさんの経験を踏まえ初任者に語るこ
とが，具体的で的確な助言となります。 
（２）意識化・焦点化・評価 
 児童にとって具体的で分かりやすい学習規律を意識させる配慮は欠かせ
ません。学校・学年としての指導内容及び児童の発達の段階を踏まえ，内
容を焦点化し，学習規律を教室内に掲示する等の工夫は，児童が主体的に
学習規律に則った活動を行う手立てとなります。 
→もっと勉強したい人は
コチラ 
 
１：安彦忠彦他編『新版
現代学校教育大事典』
ぎょうせい，平成14年，
548 ページ 
 
２：恒吉宏典・深澤広明
編『授業研究重要用語
300 の基礎知識』明治図
書，平成 11 年，102・
137 ページ 
 
３：秋田喜代美編『教師
の言葉とコミュニケー
ション―教室の言葉か
ら授業の質を高めるた
めに―』教育開発研究
所，平成 22 年，26～31
ページ 
 
４：有村久春編『学力向
上の基盤となる生徒指
導』教育開発研究所，
平成 21 年，126～127 ペ
ージ 
 
ブロークン・ウィンドウズ：
軽微な犯罪も徹底的に取り
締まることで凶悪犯罪を含め
た犯罪を抑止できるとする環
境犯罪学上の理論。アメリカ
の犯罪学者ジョージ・ケリン
グが提唱。「建物の窓が壊れ
ているのを放置すると，誰も
注意を払っていないという象
徴になり，やがて他の窓もま
もなく全て壊される」との考
え方からこの名がある。 
学習規律 Ａ 
＜おさえておきたい基本的な学習規律（例）４＞ 
・チャイム着席 
・授業はじめとおわりの挨拶・聞き方 
・発言（発表）の仕方 
（挙手・返事・起立等の仕方，目線，声の大きさ，つなぎ言葉等） 
・聞く姿勢と態度 
（目線・行動＋聞く＜相手を見て，うなずきながら，メモしながら＞等） 
－ 4 －
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3　実施方法
調査者２名が各学校を訪問し，上記３組計６名
の協力者にインタビューを実施した。具体的には，
調査者２名が各ペアに対して，約40分程度のイ
ンタビューを実施し，ICレコーダーで録音した。
なお，初任者と校内指導教員については，同じ
勤務校とし，それぞれ同日に実施した。
２．調査項目
調査では，以下の調査項目についてインタ
ビューを実施した。
1　初任者に対するインタビュー項目
・初任者用実践的指導力向上ハンドブックをど
のように利用したのか
・初任者用実践的指導力向上ハンドブックを利
用したことによる効果
・指導教員との振り返りの際に，授業力スタンダー
ド・ルーブリックをどのように利用したのか
・指導教員との振り返りの際に，授業力スタンダー
ド・ルーブリックを利用したことによる効果
2　指導教員に対するインタビュー項目
・初任者支援ハンドブックをどのように利用し
たのか
・初任者支援ハンドブックを利用したことによ
る効果
・初任者を指導する際に，授業力スタンダー
ド・ルーブリックをどのように利用したのか
・初任者を指導する際に，授業力スタンダー
ド・ルーブリックを利用したことによる効果
３．モニタリング調査の結果と考察
分析の手続きについて述べる。インタビューを
録音したものを文字に起こし，そのデータについ
て共同研究者間で分析を行った。分析に際しては，
上記の調査項目の視点にかかわる内容を抽出する
ように心がけた。さらにハンドブックの内容改善
や効果的な運用方法につながるような手がかりを
抽出するように努めながら分析を行った。
1　初任者用実践的指導力向上ハンドブックについて
実践的指導力向上ハンドブックについては，初
任者から以下のようなコメントが見られた１。
《一般研修や教育センターなどでの研修の資料
を綴じるのに使っています。》（初任者 A）
《私はちょっと整理整頓が苦手なので，資料を
ここに綴じるだけでたまっていくので，それは
ちゃんと後で見たときにこういう研修をしたん
だなというのがわかりやすくなるので，私とし
てはとてもありがたいです。》（初任者 B）
《初任研の中でもらった資料とかを順々にとじ
ていくことで，「ここ，どうだったかな」とい
うところを即座に振り返って見ることもできま
すし，その中で自分がとったメモとかも全部綴
ているので，そういった点で，もう１回振り返
りに使ったりとかいうようなところで，すごく
活用をしています。》（初任者 C）
これらのコメントから，本研究で開発したハン
ドブックが，初任者研修の資料の整理と学びの蓄
積に役立っていると考えられる。
2　指導教員用初任者支援ハンドブックについて
初任者支援ハンドブックについては，指導教員
から以下のようなコメントが見られた。
《全体を読んで，左側は一般研修のときに使え
るなと思いました。》（拠点校指導教員 A）
《中身が丁寧に書いてあって，私が読んでもす
ごく勉強させてもらえる中身になっているなと
思いました。》（校内指導教員 C）
これらのコメントから，ハンドブックに記載さ
れた内容が指導教員に初任者を指導・助言する上
での有用な知識を提供していると考えられる。
《「自分の思っていることと同じようなことが書
かれてあるな」というところが，授業を見て気
になるところをずっと，なかなか体系的な指導
はできていなかったんで，初めてなんで。（中
略）これを見ていくと，ここがゴールイメージ
なのかなと。ここを目指していけばいいんだな
と》（拠点校指導教員 B）
《すごく丁寧に書いてあって，どういうふうな
ことを具体的にしていったらいいのかなという
具体的なところがたくさんあって，「ああ，な
初任者用ハンドブックと指導教員用ハンドブックの開発と運用（１）
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るほどな」ということを感じさせていただきま
した。》（校内指導教員 C）
指導教員 Bと校内指導教員 Cの二人は今回初
めて初任者の指導教員を務めている。そのため，
指導・助言について何をどのようにしてよいのか
分からない等の不安を抱えていた。これらのコメ
ントから，ハンドブックが，初めて指導教員をす
る彼らにとって指導・助言をする方向性を示すヒ
ントとなり，不安を解消する一助となっているこ
とが読み取れる。
《自分が行っていることが書いてあったり，そ
れから同じようなことが書いてあったりという
こともありましたので，とても，「このように
指導したのはよかったんだな」と。私も４年目
なので，「今までしていたことはよかったんだ
な」と思ったり（略）》（拠点校指導教員 A）
拠点校指導教員 Aは，今回唯一複数回指導教員
の経験を持つ者であった。本ハンドブックの活用
を通じて，拠点校指導教員 Aは指導教員としての
これまでの経験を振り返っている。それによって
自身の行ってきた初任者への指導・助言の裏付け
と今後の指導・支援の駆動力となる自信を得てい
ることが指摘できるコメントである。
3　授業力スタンダード・ルーブリックについて
授業力スタンダード・ルーブリックについて，
初任者からは次のようなコメントが得られた。
《スタンダード・ルーブリックを見て，今，自分
の中でどの段階に自分がいるかなというのをま
ず確認しつつ，この全体を見ることで，最終的
に第３段階ではここまでたどり着くことができ
るような，自分の中で振り返りとか》（初任者 C）
《成長を実感した。成長を実感したというより
は，「私は，何かまだこれができてないんだな」
という現状把握みたいな》（初任者 B）
これらのコメントから，スタンダード・ルーブ
リックにより初任者の自己評価による自己省察の
促進に寄与したということが窺える。
《ほかの先生方の授業参観をする中で，これを
視点にして見れば３段階目にたどり着くことが
できるのかなという部分を感じながら，校内研
修で使ったりとか》（初任者 C）
スタンダード・ルーブリックを自己評価に活用
するだけでなく，示範授業等での授業観察や分析
の指標として応用している。このことは，スタン
ダード・ルーブリックが初任者の授業力を向上さ
せるツールとなる可能性を示唆している。
《これをもとに指導教員の先生と一緒に話をし
て，具体的にはこういうことじゃないかなみた
いなのを教えてもらったりすることで，２学期
はもっと子供たちの思考が含まれるような切り
かえしをしたりとか，授業力が上がったりと
か，学習規律がちゃんと整ったりとか，先生と
一緒に共通して子供たちにつけたい力がつけさ
せられるような先生になりたいなと思います。》
（初任者 B）
さらに，指導教員からも次のようなコメントが
得られた。
《このＡからＨの中身について，まず初任者の
ほうが自分はどこら辺まで行っているよという
ところで考えながらチェックをしてもらってい
ます。チェックをしてもらうんですが，じゃあ，
そこで私がここまで来ているかなというところ
をチェックをして。（中略）しっかりと，どの
レベルというところのすり合わせも，そういう
ところで話がしていけるなというふうに感じた
ところです。》（指導教員 C）
これらのコメントから，スタンダード・ルーブ
リックを媒介として初任者と指導教員が一緒に初
任者の授業力の到達状況について確認し，効果的
な振り返りに役立っていることが窺知される。そ
れは初任者にとっては今後の自身の成長した姿を
イメージする手助けとなっており，指導教員に
とっては，課題や成長目標を初任者とすり合わせ
共有する手がかりとなっていると推察される。
しかし一方では，以下のように，各段階で示し
てある内容が抽象的すぎるとの指摘もあった。
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《「学習規律を具体化させ，児童に共有させるこ
とができる」というところ，「何を書いている
のかな」というところもあります》（拠点校指
導教員 B）
Ⅵ　まとめ
本稿では，開発した初任者用「実践的指導力向
上ハンドブック」及び指導教員用「初任者支援ハ
ンドブック」の内容や活用による成果について報
告した。さらにモニタリング調査を通じて使用者
の声を分析することで，各ハンドブックの効果的
な使用方法を確立するための基礎的知見を得るこ
とを目的とした。以下では得られた知見を要約し
まとめとしたい。
①モニタリング調査の結果を踏まえると，実践的
指導力向上ハンドブックは初任者研修の資料の
整理と学びの蓄積に役立っている。その一方で，
配布してから数か月であったこともあり，振り
返りの促進に寄与しているとは言い難い。そこ
で，ハンドブックを活用した振り返りを促す方
法について検討する必要がある。
②初任者支援ハンドブックは，初任者を指導・
助言する上での有用な知識を提供するだけで
なく，指導教員としてのこれまでの経験の裏
付けとなったり，初めて指導教員を経験する
者の不安を解消する一助となったりする可能
性がある。
③ スタンダード・ルーブリックについては，初
任者の自己評価による自己省察を促すツール
となるだけでなく，授業観察や分析の指標と
も成り得る。さらに，指導教員と初任者をつ
なぐ媒介として機能している。一方で，各段
階で示されている内容の具体性について検討
する余地があることが示唆された。
今後の展開として，平成 28年２月に初任者・
指導教員を対象としたアンケート調査及び初任
者・指導教員を対象とした２回目のモニタリング
調査の実施を予定している。今回の調査結果も踏
まえて，実践的指導力向上ハンドブック・初任者
支援ハンドブックの効果的な活用方法の確立を目
指していきたい。
注
１　《　》内の記述は調査協力者のコメントであ
る。一部省略している箇所がある場合には
（略）や（中略）と記している。
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